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博士論文審査： 学生から提出された博士論文について、公開発表会が 2 月 15 日に行われ、審査
委員と学生の間で質疑応答が繰り返しなされ、博士論文としての質を十分に確保しているとの結論
に至った。 
 我が国の漁業就業者数は長期的に減少しており、漁業者の高齢化・後継者不足が進んでいる。そ
のため、高齢者や新規参入者でも安全で効率的に漁業を営むことができる環境を整備することが求
められている。漁業者は効率的に操業を行うために GPS や様々な水中音響機器を利用している。
特に経験の浅い漁業者にとって、これらの機器を利用することによって経験の不足を補うことがで
きる。そのため、漁撈機器の発達は新規参入のハードルを下げることにも貢献できると考えられる。
我が国では、10 トン未満の小型漁船を用いた沿岸漁業が広く営まれており、その中でも多くの釣
り漁具や網漁具では、漁業者は漁具の深度を自らの経験や勘により調整しており、この技術の獲得
には長い年月が必要である。中・大型の網漁具では、操業中の漁具の情報を得る水中音響機器を利
用できるが、小型漁船による漁業では、機器の大きさ等の理由により応用することができない。小
型漁船漁業に応用可能な漁具の情報をリアルタイムで数値化・可視化できる機器があれば、経験の
浅い漁業者でも、より効率的な操業が可能になると考えられる。そこで、本研究では、沿岸小型船
漁業に応用可能な、操業中の漁業者に漁具の深度情報を提供するための漁具モニタリングシステム
の開発を行うことを目的とした。小型の漁具にも装着可能な機器として、水圏生物の行動解析など
に用いられる超音波バイオテレメトリーシステムに着目し、この技術を応用することで小型漁具の
モニタリングが可能となると考えた。開発した漁具モニタリングシステムは、深度センサー付きの
ピンガーを用いることで漁具の深度情報をリアルタイムで測定する。深度精度を検証するために、
高精度深度データロガーとの比較実験を行い、深度情報が 0.4 mの精度で測定できることを確認し
た。開発したシステムをタチウオ漕ぎ釣漁業へ実装し、漁具のモニタリングを行うことで、本シス
テムの性能評価を行った。実装実験により、本システムで連続的な漁具の深度を測定・表示するこ
とができることを確認した。 
 以上の内容から、学生から提出された博士論文は、国内外の研究の水準に照らし、水産工学研究
分野における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値を有しており、博士の学位に値すること
を審査委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
 最終試験は 2 月 15 日に行われた。審査委員一同出席の下、学生に対して、博士論文の内容につ
いて最終確認のための質疑応答を行い、その内容は十分であった。一方、専門知識については公開
発表会当日の質疑応答時や予備審査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確
認した。 
 学術論文は 2編が第一著者として公表済み(長谷川浩平,宮本佳則,内田圭一,柿原利治：逆クロスベ
アリングを用いた超音波バイオテレメトリーシステムの測位精度評価,海洋音響学会誌,Vol. 39(4), 
p.163-172,2012 ． K. Hasegawa,Y. Miyamoto,K. Uchida:Development of real-time depth 
monitoring system for small fishing gear using acoustic telemetry technique,Fisheries Science,
受理済．) であることを確認した。また、講演発表は国際会議 10 回、国内学会 6 回であり、国内
学会発表では学生最優賞を 3回受賞していることを確認した。 
 学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、英語の学力につ
いては問題ないと判断した。 
 以上から、本学生について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
